


ぷ
し

第一

〉

柔
術
教
科
書
序

十
八
般
の
武
装
は
皆
物
要
す
濁
り
柔
術
に
至
て
は

一
具
の
用
な
く
赤
手
以
不
慮
の
難
に
備
ふ
る
に
足
る

要
す
る
に
武
術
は
一
身
協
議
り
た
り
と
雄
も
之
を
大
に

し
て
は
一
闘
の
護
り
た
り
磯
近
武
士
道
衰
頑
し
え
昔
日

の
如
く
な
ら
ず
者
修
遊
惰
の
潮
統
治
々
と
し
て
滋
飢
し

殆
ん
ど
底
止
す
る
由
胞
を
知
ら
ず
最
長
大
息
の
至
な
ら
ず

中
井
口
氏
設
に
憾
あ
り
以
て
此
書
を
編
す
世
の
青
年
子
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柳
枝
の
風
に
磨
く
も
折
る
』
甲
』
と
無
き
は
柔
能
〈
剛
、
や
-
制

す

る

の

理

に

し

て

柔

の

奥

儀

も

亦

設

に

基

〈

放

に

柔

道

を

拳

ぶ

者

は

須

ら

く

虚

心

卒

気

以

て

自

然

の

理

に

従

ひ

日

新

の

工

風

た

最

も

肝

要

と

す

べ

し

予

義

に

吉

由

千

春

久

富

銭

太

郎

藤

勝

明

信

等

の

先

生

と

謀

り

し

事

の

柔

術

剣

道

に

閲

す

る

書

数

部

を

編

し

青

年

輩

の

濁

苧

に

使

す

頃

日

叉

諸

彦

よ
り
飢
締
法
の
番
の
著
め
ら
ん
こ
と
吾
朗
読
ま
る
』
。
切
な

り

然

れ

ど

も

予

歳

既

に
s

耳

順

に

達

し

燈

下

書

を

編

す

る

に

~ 
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司

U
次
序

今
回
予
が
著
す
借
地
の
柔
汁術

攻

科

書

は

本

年

ー議

舎

に

専

官

科

に

加

へ

ら

れ

た

る

会

以

τ今
之
に
.
順
序

e
I
て
山
初
心
の
輩
に
一
不
し
一
応
に
乱
姉
ーの

形

を

斯

道

熱

心

者

の

織

に

乎

を

以

て

敬

ふ

る

如

く

悶

謹

を

加

へ

て

説

明

し

メ

呼

吸

術

よ

り

殺

活

方

を

も

国

解

に

し

中

附

学

校

以

上

め

撃

企

業

他

の

青

年

撃

の

矯

め

賞

地

経

験

の

上

仁

て

梓

，に

上

し

以

て

参

考

書

と

す

き

れ

ば

各

流

汲

は

あ

れ

ど
も
山
首
大
同
小
異
な
る
を
以
.
丈
一柔
道
の
概
略
は
此
持
に
よ
り
て
命
日
仰
す
ベ

マ
し
備
又
訟
に
洩
札
た
ι

る
d

も
の
は
他
日
教
師
川
の
書
、
と
し
で
之
を
著
し
叉
諸

流
の
形
の
持
、
と
も

a

併

せ

て

後

行

せ

ん

t
欲

す

本

筋

既

に

云

ふ

如

く

斯

滋

の

名

人

上

手

は

漸

々

じ

故

入

と

な

り

古

来

の

武

術

は

殆

ん

ど

有

名

無

賃

に

流

れ

各

流

組

の

功

労

も

峰

山

に

消

滅

に

蹄

せ

ん

と

す

る

は

賞

に

遺

憾

の

こ

と

〉

い
ふ
ぺ
し
又
古
代
よ
タ
一
?
?
相
傍
の
極
芯
と

m

L
秘

L
て

人

に

体

今

ず

徒

ら

に

活

習

を

墨

守

せ

る

者

も

亦

な

問主

に

し

も

非

ら

ず

ゑ

等

は

菅

に

時

党

に

拍

は

く

の

み

な

ら

ず

図

家

に

忠

な

ら

ざ

る

も

の

也

今

や

杏

哲

一

洗

十

入

般

の

白

序

ーー

慨
し
辞
す
る
に
若

γ
ず
と
己
に
し

τ思
へ
ら
く
余
命
幾
許

も
緑
川
し
と
雄
H
C

も
蛍
徐
々
と
し
て
死
を
侠
土
ん
宜
し
く
己

れ
の
知
得
ぜ
る
も
の
か
他
人
に
一
不
さ
ぽ
鈍
刀
亦
一
刻
の
功

な
れ
u

ら
ん
わ
γ

と
裁
に
於
て
議
選
館
及
諸
先
生
と
謀
り
其
術

は

新

や

撰

み

賓
K
T

取
り
其
説
明
口
煩
か
避
け
仰
筒
、
子
凶
日
と
し

俗
談
平
話
一
に
曾
得

L
R
m
h
t
ら
ん
こ

ιを
要
と
し
以
て
此

脅
か
編
す
諦
ふ
看
官
坊
間
に
流
布
ぜ
る
・
似
而
非
的
武
術
書

と
一
様
の
漉
た
鴛
す
な
か
ら
ん
二
と
を

ー
自

11 



武

惑

の

々

白

々

説

明

し

引

i

z
の

例

大

る

を

解

さ

し

め

其

憶

力

を

壮

健

に

臨し

皇

国

特

有

の

日

本

魂

を

盆

々

緩

揮

し

ん

こ

と

を

期

し

併

せ

て

各

流

組

の

功

労

仁

報

は

一
等

図

の

名

に

背

か

.

り

関

口

流

の

秘

訣

ず

ん

ば

お

ら

ず

頃

日

徳

島

際

川

口

部

柿

原

村

松

下

茶

よ

古

書

を

毎

途

さ

れ

た

る

を

本

え

し

各

涜

秘

術

の

寄

書

を

合

し

不

日

世

間

仁

紹

介

の

努

を

取

ら

ん

と

欲

す

大

.K
元
一年
十
月

ニ;.L

兎

許

義

策

議
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一錯…
柔
術

教

科

書

白

衣

柔

無
現
無
心
の
位
の
事
・
:
:
:
・
:
:
:
:
:
・
:
:
・
・
一
五

柔
術
の
起
訴
・

・・
;
:
:
:

柔
術
大
意
:
:
:
:
:
:

柔
能
〈
側
を
制
す
る
の
理
由
・
・
:
:
・
:
・
:
・
・
・
:
・
・・三

柔
術
の
形
を
皐
ぷ
を
必
要
と
す
る
事
:
:
:
:
:
:
・・四

4街

武
義
準
歩
に
付
三
妻
の
心
得
・
・・・
:
:
・

一
洗
着
を
守
る
事

;
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
・

-
λ

眼
の
配
b
の
事
・
・

..

...

.... .
 

揖
獲
を
大
切

t
す
る
事
・

.................

... 
---5 

残
心
放
心
と
云
ふ
事
・
・
...
........
..
....... ---一百

他
流
試
合
の
心
得
の
事
・
.. .
 

稽
古
に
相
手
を
忌
み
雄
ふ
事
・
..
.
 

強
情
は
武
事
の
大
悪

t
云
ふ
事
・.....
.....
 
・・・・・
・ニ閃

数

衡
を
皐
h
b

の
品
川
侍

;
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
λ
一
稽
古
前
後
の
心
得

J
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
--m

.
気
の
満
つ
る
事
:
:
:
:
:
・;・
:
:
:
:
:
:
・・・・九

一
精
神
と
態
度
の
事
・・
:
:
:
:
:
:
:
・
・
:
・・
・
・
・
:
-言

集
と
慢
と
の
事
・・
・
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
二

科

弱
身
強
鮭
に
成
る
は
柔
衡
に
あ
り
・

・
・
:
:
:
:
・
・
・
・
一
-
-

武
備
に
免
許
皆
侍
と
云
ふ
事
・
・
:
:
:
:
:
:
:
・
:
一

三

書

-vo
t
云
ふ
事
・
・
・
・
・
・
:
:
:
・
:
:
・
:
・
・
:
:
・

:
-
m一

不
動
心
の
位
の
事
・
・
:
・
・
:
・
・
:
・
・
・
:
:
;
・
・
:
・
・
一

大

臆
カ
を
練
磨
す
る
事
・・・・
:
:
・:
:
・
:
:
:
:
:
・
-
b
u

B 

~ 

問
解
・・・・:・
.............................. -Zh 

陰
陽
強
弱
之
設
A
一
身
の
心
を
諭
す
る
事
・

・・・
・・・・一-一
O

心
の
割
出
五
系
の
闘
解
の
事
・
・
・
・
・・・・・・・・・・・・・・
三
一

道
場
及
勝
負
見
所
の
事
・
.

穂
育
よ
り
柔
衡
に
進
む
の
心
得
・
;
・
・・・
・・・

・・・
・・・・
2

一回

奮
式
稽
古
衣
の
圃
解
・・...............
..... ・
・・
三大

新
式
蒋
古
衣
圃
解
・
・
・
... 

'降
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lt 

ヲt

慨
育
憾
操
法
第

一
悶
解

・・・
・
・
・
・
:
・
:
・:・・・・

・
・
・・
四
O

同
第

問
解

四

柔

同
第

閥
解

同
第

閥
解

四

柔
術
打
込
り
閥
解
・

・・
..
.
..
.
...
.
 ・・・
・
・
・
・
:
:
・
・・
四
四

柔
初E
片
手
受
の
閥
解

四
五

関
商
手
受
留
の
図
解
・

・..
...

..

....

..

.•

...

.. 
・
・
・四七

術

柔
術
援
打
、
込
の
悶
解
・;
・
・
・・
・
・・
.
.
..
..
...
.
 
・・・
・
・四
λ

柔
~tj 
突
掛
の
閥
解

五.
0 

数

同
向
へ
返
り
第

一
閥
解

・•.
.
.........
........ 

・・
五二

同
第

閥
解

五

科

同
第
三
間
解
・
・
・・
・・・

・:
:
:
.
...
...... ・・・・・

・・五九

柔
術
逆
立
の
蒋
古
第

一
悶
解
・
・
:
:
:
:
・
:
・
・
・・

:
五
九

書

同
第

悶
解

。

柔
術
車
返
り
第
-
闘
解
・
・・

Jrl} 
第

酷|
解

五

-‘ 姐-

同
第
三
闘

解

:
・
:・
・
:
:
:
..
..
....
..
 ・・・
・
:・・占ハ
セ

柔
術
飛
上
り
蒋
古
闘
解
・
・
:
:
:

・
・
;
:
・
・
.

同
第
二
閥
解
・・
・

柔
術
英
之
位
第

一
闘
解
・・・
:
・
:
・
・
・・
:
:
・
・
・・・・・七
一

同
第

閥
解

ーと

同
第

闘
解

七
四

同
第
四
闘
解
・
・・・・
....
.
..
.
.
..
..
..
.
..
.. 
・・

・・
・・七
五

同
第
五
閤
解
・
・
・
・
:
:
・
...
.
....
.
.
 
・・
・・
・
・・・
:
・・七
大

右
襟
の
取

b
様
の
悶
解
・
..
.
.
.
..
..
.
 
・・
・・
・・
・
・
;
・・七
ぺ

同
逆
の
岡
解

・伝
λ 

左
襟
の
収
り
様
の
闘
解
・
.
.
.
 
‘
 
.
.
.•
•
••...

.
••
.
•• 

・・
七
八

同
逆
の
耐i
解

七

帯-
捉
み

薩
の
悶
解

む

同
逆
提
み
の
闘
解

λ 
C~ 

喉
締
の
悶
解

λ 。

刷
動
捕
膿
式
立
合
の
悶
解・
・
・
・
・
・・
・・
・
:
...
.
...
..
.
 
・λ
勺

錐
方
立
ち
上

b
園
解
・・
.
..
...
.
...
.
..
..
..... ・
・
・λ
四

襟
取

居
る
悶

λ 
四

柔

柔
術
梯
足
闘
解
・
・・
・
:
:
:
:
・・

・
・:
:
:
:
:
・
一
O
一二

柔
術
足
梯
の
闘
解

/¥. 
五

柔
術
釣
鐘
足
掛
問
解

/¥. 
Vと

同
第

悶

^ jt. 

柔
術
外
掛
足
掛
閥
解

九。

柔
術
引
込
足
銚
問
解
;
:
:
・
・
・

・
・
・
・

・

・
・2
一

柔
術
押
附
足
掛
の
闘
解
・
・
.

柔
術
内
線
梯
闘
解
・
・
・.
..
.
.
...
.
...
.
..
...
.
.
 ・・・
・九
五

柔
術
大
内
股
投
図
解
・・・・:・
・・・・.
......

•.. 

・・
・・九大

柔
術
内
股
投
問
解

/¥. 

柔
術
外
股
投
問
解
・
・
・
・
:
:
:
・
・
:・
・・

・
:
・・
¥
・・一

O
O

柔
術
膝
挫
悶
解

。

柔
術
右
桃
腰
の
闘
解
・

・
・・
:
:
:

:
:

.

柔
術
行
一
遣
の
投
第

一
閥
解
・・・
・・・

・
・
:
・・

:
:
・
・・

-
Oじ

同
第

問
解

。

柔
術
号i
込
業
図
解

柔
術
首
投
の
問
解

J 

柔
術
蹴
越
し
問
解

五

柔
術
透
き
落
し
閥
解

ーと

柔
術
裏
股
梯
闘
解

柔
術
様
車
閥
解

。

柔
術
矢
倉
落
第
一

悶
解
・
・・

同
第

閥
解

柔
術
背
負
投
第
一
閥
解
・
・
・
・
・
・
・
・
・・

・;・・・・

・
・
・
・
一
二
五

同
第

閥
解

/¥. 

同
第

悶
j拝

λ 

同
第
四
回
解

同
左
挑
腰
の
問
解

一
O
四
.
柔
術
衣
被
投
問
解
・・

一
O
大
一
柔
術
異
拾
身
第

一
回
幽
解
;
:
・
;
:
:
-
J
J
・
--
ご-一明

自
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-

日

* 

回

柔

術

典

捨

身

第

二

園

解

・

:

・

一

三

五

一
柔
術
右
入
臆
投
第
一
蹴
解

同
第
三
間
解
・
・
・

・
・・・・・・・
・・
・・・・・・・・・・・・・・・・

2
七

問

第

二
回
解
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・
・・・

・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
=
ハ
O

同
第
二
問
解
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
・
・
・・・・
・
・
・・
・
・
・
・
・
一
四
凶
柔
術
右
抱
落
技
第
二
闘
解
・
・

・・
;
:
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
=
2

柔
術
蟹
挟
投
岡
解
・
・
・
・
・
・

・・

:
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
・
・
・
・
-
四
五

一
同
第
二
悶
解
・
・・:・・

・
:
:
・
・
・
;
・・・
・
・・・
・
・
・
・
・
コ
ハ
セ

柔
術
俵
返
問
解
・
・
・
・
・
・
:
・
・
:
:
:
:
:
:
:
:
・

一
堅
二

柔
術
左
抱
き
落
第
一
間
閥
解
・
・
:
:
:
:
;
:
:
・・・
-

A

ハ句八

柔
術
背
負
落
第
一
回
解
・
・

・
・・・

・・・
:
:
・
:
・
・
・
・
・
}
四
八

一
同
第
二
凶
解
・
・
.

同
第
二
回
解
・

・・:・
;

:
;

:
:
・
・
;
:
:
:
・
:
-
五
O

一
同
第
三
国
解
・

・
・・・・
・;・・・
:
:
:
:
:
・
・
・
・
・
・
・
一
・
さ

柔
術
港
落
閥
解
・
・
・
:
・
・
・
・
・
・
・
:
:
:
・
・・

:
・・・

・
ア
主
-

柔

同
第

図
解

五

同
第
四
園
解

/¥. 

柔
術
立
拾
身
投
閥
解
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
:
-四
O

柔
術
横
捨
身
投
第
一
間
解
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・・・・・・

・
・
・
・
一
回
二

術歎科
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・
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勝t起きー立北凡主 む工< lよ亦主動5行唱に のにきてに見&な不必 し り し 我Z
r ，，)11"-...... ..) t <lr..- LII L . ，... -- ~. -0 

を す眼:たて る風す術2i出心土きて 常2し健主我3驚 ; ぎ り 動1 出恥たは
取~ }ひ;二ず武ぷ 事2 をな 1止まの }L~ も IJ なでる身みさる 。js¥X 是 ζ でる只ち

".るな早5 術き を専えきの位iて謄え れ自(.， 'l.を喋2カ苦 心;と れ敵3鹿川民2不

カこく逮?強2は 考;-:が修ょに心え 力t ¥ 11 tま然Z事t働止が 如2EEtヱピ・ ににのり勧
やラ I ι 'IJ' 

線と怖さと敵E謄完勝 ふに 如Z業立も中;を ml 阪 大宮なかぎく明tム 不 就Z癒す如:たの
庖昔E気JYzzu-t 力?力 べ修らし者与歪:;の線拍 111 つ石 町きしる叉去に事2 動3YJ

てじさる位
の:ょ附つふ恐2が し業1依主とり動fる

I てのを 千川、ミ耳そしは のてをが事
本りけ P設とる第とや 。すつエいしせか 1

，li， 心主響;良p;愛之をるにて Rili 心
喰2業2以1如Z

其Zばへ〉一線倫なべ でふときめ
HJ 勝或;ち

u

郡大{f大主総5ち の言へをてく
例5四t の時;な 磨 ほし此 品 は 成 な る 野11> i f~ の は良川μ丈?砲き弁え女日い位 、浮T行;則:敢受
多士股:如2はり す 号 l~ 只宅庭;多さる事:に 修t太 士のの夫占のに何かの 山えふちて

k もく下 向臆マる 言2々 ぐをくべを臥ふ 練た 刀、不4 術jの音t気寺な
事 あ事2無む好品

国主な 手大病?事あが能 主は L平し唱 も音2動fを不ふを W る り肝丈我がま
修tくれの風Z る でく手τ ーら 山主 出でを心主行;動;問者ち事t 数1妥号線むず
業1など者3に も r-熟t足t にに ラiミ者難寺とひ Jひたき波2に 師しな 』ひた能主
中;る臆去に誘ミ 教1ム考すに 修t入い 千与え 3 五い大ととてり遇あ 用tれとく
は 故2力!もは arrl(.，斗5して 業1り 11，1 t:剣1ム敵3五いも限?ふ にばヱミ炉 心;
何;f~こな賀、汁工 用:りての ?誌な叉2 1i 

る FZ1故2にふ悶tにも 著2宜2ふを
よ 騰たき るて にで不 ふみ しは なをに 出T

a

さ・白z)ひ; はしな正ご
り力!時i不:勝か 著2な動5の た人工 る以ミ往す遇動斯マる刀Zの す く り 明t
ものはスレつ はく心土室51 る.跡1 べて I時じふのがを動3 考5無むに

ー謄え強2其3ムべ す術ら のに も絶72 ?f し勝;は主如2如Z見みか へ我.'1芯1&
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:1 ' 
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る必2つな其3 を る 中 ょ に民主4 其3ふ がもを物S に r- す所;安支
をず も く効2 究ミのに 不ふへ

l 
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に敵1無智身み心土なにるを

しの刀?をにる反士時S仕し

て得え な ~j!i は勝t つは損Z
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て叉2叉fて叉2れ前Zやては

知しは業?必:雨?て後=も其Z心;

り ZE?も ず 手1 諸t左書 討・5心;の

f・H.ぅへ早さ親2共i人!:右Vり を・俊2
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さ当 叉2者主る分2に者1はの切せ、道写 ず然 与をす叉2手t 席?場?る試ι遁Sずは段2
は他民に銘じよ はに業?遜?な場? 修tし以1る他t はすなか合より我b 我杓何え
稽;!流;は往Iり其Z出でも有:る 練士衣jJEて 所;流;左古る どとすをがれ級E

認 古ζ 試し親え々吋齢者5湿布 不!1生t数t稽t せ敵J打2の試し程?と に 怖さる常2得え未みの他
古 中;合3切きあ手t もは 進3なへ古二 tまを誰ド業?合3強2意いは気吋場』士』こ手t 熟?者S統

~lUr 軽2 りをにく外;隣3 を合わひ;をな及;と籾 阪r~ の灯ふりが好~. '::，....可tれ方主中; 稽
手 じ掛川俊是こ溺A意‘其3成7どを相3 古 者ネく な 以2出いはに分芝生?に得え先tり姓tの込・

て号IC;にれ ノ を者品多民斯か 3誌な予て な見みばてづな早5業?じは居奇方?と名rz王子. 、
h 慌:(等t数t卑 。 て 以 与 の 人見くすを

相
り れ決2恐まるか の易?胸;れへ忠T年たの

世援
むはへ 劣せ自rて得t数づて者Sj塁2 と ばし れ 時iり蚤ま上?しにば知しは齢計事1.、

は役Y舎 手
。

者修 ベ自してな分三週ぷ設・と も我ね てずは し 手令 動す少:らず等i
し然之と るのへの稽t毎t {々は ミタ 恐言れ恐2に相3に る な故2気告しれ自立を

舎A その』ひ;互5手t 古ι 日Eあ上f忌 る る掛←手てな者3る に起きもぬ身ん書か
符; 武よみのにのす同tり塗2

ι. 
〉 油申〉 けは どあ者3場恰り敵E様?の きみ

す士ι な鐙き研:裏:る じ斯?せ
嫌 に断定に其3強-;'::. り に島JlIIl相まにに得え託;t

に究:をを人tる さ し 。
る道すら 足ず二生?足先手1 き 後? てれ手t 恐?す手t し
も の ずなす考;宜主 t 者Sる

」、
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を る の す熟?ぺ れは の封C には 精: てて よ る
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を足 掛tzz--に が 1=1:1Zら -な も 』似る
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る す事t Hn&熟?も九 る 此こし

悲ひ怒、正孝1・情?義r
角卒とも 皮ε現き

べ る武主 ち達セの迄毛 J~'、? の難1 の と はJ} 
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再手苦{を勝tは定?FLS 人えれ理ーの 叉三れ鵠ごも な る の第t次ι著;其Z起きヲK2是ニ
びき務2を審土 法三武ぷ -/J{ ~こ tま手?な ヨた2る 官いの り j段す形主に 第ごす効Zす (ま れ月〈
何え勝をめ得う剣ぞ主 徳t Jひ;J数t絶大を れ も 法2な何主に を 準汁こ庭fな な謄た心、?

選分ょを行Z る~~し曾4 る 事

の へ
， 

努キ3ば {度tの れ人T て造r ~ 稽t の し る 力;の 心場 呂ん い え
泣か 取t事じ者3見Zて叉2 基;をず へ 常3 v 与どな』ひ;ばにはりぺ古と御舟えぺに基:;
勝 のた見みを所t玄![(ま

道 な 受ぅ不2・1仁Zに @り掛がな教?な人tし を育Y健士ししな出
員勝でる 扱Z指=が関t講:・ ， 0 

場 りけ古ζ 義￥談f 解;:業?く り 授Sら 然立法5を τ り 五5弘
所を時4じ し囚ょよ

。
強?是よ勝2

。系道す 居をを をミ芹t 我がは る し ず 数t次Jさ ー~ のの得.えは て角Zり 館i る 働:;明3を・ が 早2が試して前三へ ば依よ健1は 』ひ; 闘司Z .9. 句.l...
る 美みに右?等t 勝 ~~ ι品、" 身とく 肝2合3も に 符.ラ イ乍芭必;り t J訟 に

解ノ、
は み ら のる分よ時SZ52立たに康j 負

. 
怒〈・術5か b 憾!:党主要すに数TiziVる 業1ず幼すタ誌な鵠，.な 1Jt 

時4或?見1k ち見1大と 見 の を にず ヨ雪Aゆ な 臨3ふ べは呼こ自巴年記しが ら
前三は Jrrか行?所tな 所 至ぷ練士し智‘ き る り み る 去。.吸2得-fよ 物主基;ん
の七 よ勝;事ιをる

。

の り 麿ま て 徳t と も 息3方守る ム です り な と
主 分より 室主s も 置;i差す な す で， を き 白いrllち切'は が ま あべ 此お動5り JtUHPZ‘ 切

事 、ー '巳β寺う b

合?と 巴検1あ あ定芸場5 り る そ 進? は切z年2せ十如2で る し術2ぜ身土ふ;.; -1{?J' 。て し査古り り な を 後tが名fむ 歪IJ~ 札 ざ中7く も 是4 を ざ健C心j
一 て す とてり始2 議土肝丈人足る 底ごして ら の身kな れ巻~ "嬰2る 虚:起ぉ
本完全jる

。 巴 九

か其Z め を要?上?は 上?て{慶itん 七徽ごし 皆2中3び を弱?き
の 者4角す行?武ょと

。
心~ I菌づ身土以iな号 I ~ な 手令ヱェー- 手守長手業~ e 入を た

勝tの な 力f事ι術5し 立t り ふ 名tく すす皮G線2又2よ 解t:健tて れれ
を勝tり の は は各1・

、
入E穣でる る 迄毛へ武ぷり の の基1tX ばて し、 も ま。

'‘ 得予に 4TZ 唯t 者ß~ 率が 自E つ成なで か人tに は 置M 術5起リ戚消長な 其3必?ぅ ・・ -< ~< 

一 る 入も・勝;事巴業?で校す を は投なく は り を イもしり 心、fず ー身k~こ り も はぬ ー
9 な れま1ぷと のイ士L 町2 の至2得うな タ誌な も 見み幼?げ 〉 息Eて 遁おを と を 』ひ;、'

り ず 同t美み合3道Y 業5る る く れ の て年記ら と 切f 自ιふ附っす起きに。 。
は じ事2の 場? を も べ能主 ぬな も よ れ 肝 丈 れ 然芝て け次?す 力3大t 見み役?に時Sの 磨川町z け も 史知しり る 要すす業?次L て も を
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ヲたι る r築ミ り雨ネ 余孟を康~ l 足t高Zを柔『ず 上書
第tな 〉 き 。'

に蒔3き飛とを飛d-j誌な術3返士り
-[ 

足t
柔g

をるたしを立庖〈な気何
り な其3 此品を のて地咋ふ・爪去をす家かりをb なふ云主ー第位之，r~是 。

びヲたし所いひ;:立r矯なべ と 反e数t伺
術巴 可当・，二 り上2 国づ縮t柔 2 I司か

。憶は 自むしに は め る第との得えもす ししりへきal宣L

柔 す宅?上2芥" 寺、 飛ふて 同 時打こ有2 な爪~ ~こ て 車jた元d占 - -晶、ミJ・"
べ叉2を子L は延~ ~包2 り先3 は は返さる解

位之φ

術 上言飛と 第js ，f~τT~ しは花2の
o -.， 

員 り び 一 五る に第と 鰻ごり も
終Z遺すに種E 尺?にて

'. 
育:・高立の

閣が
た上手 一 力t-

協会お1! 之 に場?角苛を る り 園 余主し二 を国づ 上T飛ふな
溺い

位 は tこ れ 蒔z
島;下す 解 もた尺与

多'

り入、.の 及bを
飛ふが斗? " の 第 四 て ぬ き な る れ如2 柔I数t

tif 尺r~誌な様?突し り際ご 上手いの 口;く 予!な3へ最t
』・ -・・・凶.o 

符え
周 五す に 第t 初iは る {允高t を雨? 線たた初t前か か

な
解

尺?時Sヨたι 』こ 』らは爪2 事2く さ 結写手t 習tる の
り と は第::延3

の 先3 が飛との ぴの 上?な ヲ。
高ぶ紐:にて 充iぺ土ε て栂ま 必2り ちも 包?

予F ド稽"花u
。凡: 、皆、 く _ .-Tili'i.'. 1-rjt.c 

の持Jijl 分去る提1 下主指3 ・~向・え， は
武ぷ 飛とて古ζ の • は へ に様Zを 腹守を な 揮しえ‘わ

ぶ闘づす映さ て
術3 最~. .J善事 出でに築3 に掌; れ 捕;
斗捻 機?の る 手刀とを 来者な き 力tの ば を1J' 

り に如2内:と 一戦か る り叉2 を中: 上? 数t一 喜

七 で な く にろ ‘ 
尺?く 事2舛3英Z 車二に 達2 ふ 042 るこ身み凡t 。ー な
位il あ 上ヱ め折を す る

べ尺与も そ のて R ji頂fに 身b り る 前三〈

総I し位i車室哲 二 土E 下す ラtc嬰l' を-込ζ 様:
身し J く尺? 手t る 三葉し 轄~~み 稽" は‘ 

、、
り なほ

， 
る?な 尺?程2 爾? 古こ 必?

を
• 



国
間
第
二
閥
解

餓
か
す
お
を
な
す
も
の
は
郎

r儒
w
w
J

一一t
ム
J

リ
ポ
牢
な
り
。
し
;
〈

b
b

比
の
骨
は
欽
一
志
野
島
・
む
似
仁
し
て
動
仰
山
川
智
け
の

1
ど
も
明
之
刊
と

一ー

ム
較
は
お
勝
候
か
ず
・
引
が
の
膨
れ
ぬ
凶
靴
下
膨
川
-
力
を
わ
八
れ
て
口
げ
哨
び
明

叙
無
訴
に

-r
つ
を
齢
ど
出
恥
と
一
定
ふ
昨
駒
山
市
に
前
れ
あ
る
と
き
は
隣
下
の
気

配
町
按
け
る
隊
鯨
れ
誹
き
も
の
な
り
。

‘

，

苧

a，
ら

允

hr

・

-

つ

み

必
酌
幽
五
勝
は
一
被
ん
山
和
に

mm
く
伊
か
る
様
裸
健

を

以
γ

…」
見
川

T
り
J

E

t

-

m
川
島
む
悩
に
が

船
出
刃

P
勝
訴
4
-
u
な
川

0

1
す
州
側
山
町
に
引
身

y
t
リ
ハ
一
』
叉

ぶ
勝
監
く
な
り
ふ
測
が

mw
る
お
佐
協
と
お
女
第
に
て
ず
仁
〕
去
ふ
無
我
無
心
と

ま
ふ
一
氏
を
ぬ
て
鈴
を
艇
が
て
す
る

.事
が
伊
那
な
り
。

柔術数科書

線T雨?葉土
身土足で之申

に は位i

七

同

第

二

図

解

気寺横3の

怠:ー中3

充5文1身土

分Z字c と
瀦みに云い

ち開2ふ

たきて

る爪2正t
E塁;先3面2

を及3を
云ー-下主白2

ふ腹2限8

に 雨?
力2手t

をに
寧ζ て

め陰工

腰2護す

をを

少:関づ

しの
ぐ女日E
下品く

げ 闇:

てみ

な
り
。

j 

在5異土
の之申

手isr位i
へ取5

五
都
?
と
も
総
て
般
の
松
一
ポ
な
札
ば
加
が
に
智
伊
・
す
ベ

ι幾
一俗

?

に
て
勲
一
よ
り
脈
安
を
山
町
て
獄
射
に
も
膨

U
僧

都

知

骨
F
C

「不
動

柔術数幸ヰ"" ... "W. 

間二第位之主主

bな蕗るた込を策tこ腹下 bよ肩商p
k

・-
p

h

品

v
'
L
e
H悼
必

t

a

ζ

・ろ

え

あ
り
枕
に
此
の
定
式
法
を
能
く
心
得
る

べ
し
。

調

第

二

回

船

-・・.. . . . 



柔術数科書容

関
替
市
三
回

mm

七
回

同
第
三
図
解

叫
時
ど
依
岳
山
殴
の
骨
な
り
化

ω
椴
へ
は

Lm齢
を
郎
般
て
餅
を
郎
副
ぽ
に
し
判
膨

らかいを府捕の身中位之異

bな蕗る1z見を面正に予さ

圏三第位之長

をに

結3カ2
びを

て寧ニ

線、fめ

身上雨?
に膝?
気者を

息T開2

をき
滅みて

た座F

しし
中:雨?
心、人肩主

のを

溺L下=

れげ

ぬ雨?
様?手τ

にを
震と股?

すの
ベ廃;

きへ
も載φ

のせ
な口;

へ

.. 

柔

捕わひた最?而っ者s!り

の 附:もて 而て

時Sる此品業?柔;
は迄寺中3も術5
大tの民え 速3手τ

事c種主 之@か合;

の々f位iな形七

議士のにら及;

へ解t:附・ござ 話しえ

な設きであ捕f

り lあはもの
救1り受3の稽t

師L 其:方主な古主

用i内:のり を

のに構2 魚な

著 :もへ す

書E形:;敵i vこ

に捕tに 嘗T
充;に 投存 り

分行まら 位i
なとれ 取f

る の る の

解::構2も心;
設とへ 投3 弱ち
を を倒: け

な以1す れ

す て も ば

居b 幾三 随?

術数

同
第
四
園
解

科

て柔;を足t此ζ

残t術5卒2をの

』白、tの 一関t形主

を形t文.t~は
附?捕f字E て 卒2

るのと爪:ー

も 切さ云い先3文え
此品はふ及;字巴

構;必2 下主と

へも 腹2云い

の摘t にふ

大t方主 力2て

事ι鱗t を左?
なへ 車二膝3

る に 砂を

事tて 正?笑ヲ

を敵3 面:き
しに をて

tt 向2 見み麗:

ひ てを

進; 繭?月工3
出で 手t 門え

る はの

も 陰工彪;
叉2 議すへ
敵3 を嘗め

を 国士て

投8 む右?

ペ

第

四

m
m
m

七
五



*-再宇術数著ヰ書
一柔

関四第位之長
同

第

五

図

解

方捕形 b迅ふ云に文4:は構の比

ふ云と字文}横iこ俗ちな闘の

. . . 
， 
・，

七
，、

1. ~、

f -

d 

同

第

五

図

解

必
の
骨
は
ね
引
の
鮮
へ
と
い
ふ
。

鮫
一
酌
闘
の
ω出
版
仁
耐
膨
を
隣
き
て
常
に
か
大

き
耐
m
U
と
も
応

-r
ち
恥
新
都
を
お
断

に

し
、下
艇
に
戒
を
だ
れ
政
郁
を

-r阪
で

都
内
手
は
院
畿
を
陵
む
と
と
お
な
じ
骨
の
航

L
。

.
必
も
紛
の
榔
か
の
臨
へ
に
て
杭
膨
J

慨
を
正
に
断
て
が
り
が
地
に
て

郎

防

の

彪

へ
部

る
m
N
h
叫
都
に
お
い
』
り
献
に
は
一
除

は
必
体
へ
よ
り
勝
れ
て
榔
に
舵
る

都
と
し
れ
。

術数科書

園五第位之莫

bな岡る たし若をへ携の方捕位之異面正

同

第

五

回

解

七
七



柔桶数科書柔繍

調るfニみ滅危稼布薗りみ税当;向

数

関るeたみオ廷を務者J;.

科笹. . 

右
燃
の
取
リ
械
の
闘
郷
、
同
滋
の
凶
蝋
断
、
友
燃
の
取
リ
抽
僚
の
岡
国
附

七
入

闘のみ技逆向

関
描
躍
の
図
解
.
初
銀
色
庁
腐
の
岡
解

右

襟

の

取

り

様

の

閥

解.
，
P
F

じ

申

ん

%

治

ら

と

き

ま

ド

院

よ

り

紡

格

と

順

に

力

右

襟

を

取

る

F

ζ

l

t

ノ

-

h

1

f

を
4

だ
れ
丸
山
郁
鮮
は
聴
く
勝
る
と

i
綴
じ
て
同
市
川

和
小
る
郎
は
、
都
判
官
?
と
し
か
智
仁
戒
を
引
入
る
〉
い
ず
定
法

主

知

る

べ

し
。

同

逆

の

国

解

薗づ右?

の襟t

女院を

く 主主?
?為u に

員しえす 取と

摘5なる

のり t二

時与 は

は此汁酔
}武な手t 指3

るはを
パ形;;外3
く及:部ぷ

主主?絞しに
手t め現t
tまには
用:用tし

ふ
る
な
り

ひ
ざ
る
が
宜
し
。

左

襟

の

取

り

様

の

図

解

) 
tこれれにた右;

大けまど肩Zると

差2 必2もよ 7ご別7

なず人tりけに

き 其そに下主な蓬;

程Eれ は 四 り ひ

皮どと身土五 な

に は 餓::寸:敵3し
て定?の の の 唯f

取と ずb 大~， 彪; 襟; 左?
る其~ /J、?をを襟;

と 場l士其S挺:取ょを

と合3他1: むる左i
~ ~このをに子t

品、;;窃き都合定?は に

符!.. み合~.法三 双1 . て

べ定3もと方y捉:
ら法5あ す 共iみ

同
逆
の
園
解

が
の
軒
の
一
郎
部
な
り
佐
に
釣
る
・
.
院
な
し
拡
み
と
彫

の
お
彬
は
企
郡
勝
勝
、
総
郎
、
・
以
下
ド
入
ツ
民
、
や
は
」

が
の
お
む
院
な
り
跡
、
総
称
鋲
は
総
て
即
ぷ
の
所

を
都
み
て
恥
仰
が
の
殺
を
山
町
す
な
り
。

帯

捉

み

庭

の

問

解

七
九



柔術数手ヰ

， 

書智

子

よノ

容

濁るたみ扱な帯濁るたち宇治二i迭を帯

科 柔術数

関
滋
事邑
み
の
悶
質事

機
鰍

是二者R28
れ而1:11'1'

は柔2
結?道5
ぴ稽:
白骨古ζ

がの

後:時s
tこ は

て帯き

は は

{!P!必:
向ぎず
に前三

倍。まに
れて

し 系音寺

時Sぷ

危寺べ

険1ら

吋柔締の

八
0 

な
れ
ば
な
り
。

都
み
加
は
融
機
郎

綜
に
揺
り
臨
ん
官
宏
訟
を
酢
の
如

く

摘
む
な
り
。同

逆
提

み
の
園
解

説t下主逆?

明tにと
の向む云い

用tけふ

な掴2は

しむ掌3
をを島

是A 刈け}I順阪陀2上2

』はま 主 tにこ
掌5云もい.向む
3治O{ ;ふ、り

下主な掲z
にりむ

なを

り f解呼z;逆笠子
居2りと

は易マ云い
訣;けふ
なP れ掌

り矢。 tばま を，

喉

締

の

周

解

し

串

か

t

L

e

ι

、

‘

ら

ん

ど

，

〈
み
'
ち

此

の
締
万

は
種
々
あ
り
飢
捕
組

打

の
時
に

締
め
る
は

ご

と

立

h
y

え・
e

国
の
如
く
然
す
を
利
金

あ
り
と
す
。

乱

捕

趨

式

立

合

の

闘

解

t:. L 

旦4ζ な

す
べ
し
。

の
似
鮮
五
酢
徹
へ
を
め
川
し
て
船
山
知
山
町
駅
し

船
の
即
釈
を
お
や
の
枇
船
を
協
く
紛
-誌
に
ん
れ
て
跡
み
ポ
宇
に
て
艇
の

紛
糾
も
い
引
税
陀
に
恥
部
を
紛
の
売
に

て
挑
み

dw，
除
を
徐
に
町
取
り
船
の
限
の

を
緋
る
を
山
町
出
?
と
す
。

一
叩
…
ゅ
の
鰍
一
部
は
桜
・
お
の
他
山
即
め
の
般

遅
々
あ
れ
ば
化
に
は
附
す
。

央?しし護士 ー

に てて 式主 i閣
出‘・東t四主法't r' 

で西ご 角Zに 人
ム に或3は 》

形t 別主は隻~ L2 、

にれ東t方ザ
成t 五西t東i
る 六に 西t
を尺与立たよ
三をつり

角マ隔E検Z立た
或;て査書 ち
は 』 役?出い

魚1相2及3で
鱗i華tt中:見1

の し央7Ofi 
携:てに叉2

と ー 控t奔!4
云ゐ・耀土へ観i
ふす居h

者t
定子行?る に

法2事ι
助f向ま

式主も技ぜひ

に同f者与一

位i時c;Vこ fft豊!?
取~ ~こーを
を 中;漣t潟壮

飢
柿
欄
訓
制
式
立
合
の
倒
的
肝

て
船
出
に
山
口
を
耽
ら
さ
ぬ
駒
内
航

入

上Zし下主



申

者

-
a
ら
給
月
す
織
の
幽

M

m

λ

ニ

づ

2
4

か

a

を

V
A
V
う

ど

む
べ
し
。

此
の
闘
の
如
く
格
へ
居
れ
ば
行
事
は
「し
っ
か
り
)
と
励
ま
す
な
り
。

防
除
じ
一
勝
し
て
お
必
り
動
が
お
即
じ
郁
が
を
小
川
す
な
り
が
干
に
て
秘
の

封
勝
を
恥
り
ポ
宇
は
艇
の
お
の
郁
郎
な
り
だ
ツ
が
な
り
を
撒
む
な
り
。
餅

i

h

-

-

h

ぜ

ん

で
ラ

の

主

抵

白

の
鋭
替
の
が
加
た
は
か
号
一
な
ど
を
見
る
に
は
前
僚
に
述
べ
た
る
遜
り
試
る

t
、軍

事

で

ま
内

み

n

rし
V

べ
し
。
敵
の
腕
前
を
見
抜
く
が
第
一
な
り

柔術数キヰ書

¥ー/

柔

!
。
，

A

g

L

F

・・
@

b

b

釘
お
お
は
が
お
り
よ
り
配

づ
る
と
郎
官

ι
る
も
ほ
よ
り
消
ヴ
る
沌
令
改
よ

り
必
苧
2
ζ

一町
伶
べ
し
。
丘
苧
な
り
と
も
膨
す
る
郷
れ
。

勝
賞
は
時
の
漣
な

b
b
ま

れ

か

ζ

・
晶

み

t

e

A

V

う

す

事

つ

胞

と

t

り
加
が
九
げ
か
ば
我
亦
引
い
て
必
見
る

べ
し
敵
の
様
子
を
見
て
常
に
得
意
の

L
Kう
ぷ

r

し

だ

い

S
と

mm
を
お
が
に
お
ひ
て
脈
も
貯
較
に
か
す
を
宜
し
と
す
勝
賞
渋
み
失
点
況
の

!

!

j

i

J

'

j

h

，h
L

V

な
ら

れ
U

な

ひ

曹

J
b

唱

4
m
，
U
1

が
く

一
献
し
都
合
衡
問
川
知
脈
へ

耐

川
並
ん
で
鵡
を
緑
川
し
引
下
る
を
定
法
な

解閣の構す震か雄一者甲

術

闘の様ずな躍ーの左

.教科告:

、ー-
掌右てし穂ーてしi領事H敵者甲

闘の様る上立ち打を必て以{!

， 

て以を掌右て見を顔の者甲は者乙

りな闘の掛上立てしを砲で打を盛

伊

者
一

飽

か
府
却

す
機
の
岡
田
肝

八
三



数科書柔術数科
岬 h

ci 

捕f俊1甲士隻?i葺fり

にの乙き方す;場?主

取t遁主者与右?に す
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もの

上事右3

ぐの

。奥t

t 外:
同1袖宅
時cを

に摘2

左?み
手1 相ま

を手t

g蚤?を
く抱H

号10-き

き上ゐ

右主ぐ

手てる

先3姿ι

に勢t

力2と

をな
翠ζ り

め右z
gたじ膝Z
箇づを

に横f

岡一第投落抱右
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之@の Z
位以前務

第tく空
一二回

国づ拍す鯵

の子し

構主持ijZ

'" .A". 

を て
銭な我相

しが
残Z左t
』ひた前ミ

をへ
2誌な投信

すげ

ぺ倒3

しす芸
な入

り
投信

げ

た

mr
れ

は

一

?

と

て

し

て

す

競

艇

艇

を

榔

宇

の

般

的

剛

一
ι
山
附
パ
一
三
同
市

に
ポ
宇
を

お
恥
の
刊
へ
治
氏
~
ん
で
般
の
艇
を
隊
ぺ
婚
)
訟
吟
宕
手
を
ば
逆

に
ザ
も
断
的
配
加
に

e
加
を
岬
た
れ
て

-mL阪
を
や
げ
引
止
に
膨
を
定
ば
し
な
が
ら

第
二
酢
の
愛
知
?
に
な
る
な
り
。

必
の
お
の
宇
は
船
山
知
の
除
恥
し
契
り

な
り
。

此
の

mv
は
耐
苧
ゲ
』

恥
則
せ
て
応
伊
』
定
ば
し
て

rち
M

以
る
と
出
ザ
ザ
ト
相
宇
一
げ
噌

き
会
み
た
る
彪
の
骨
な
り
。
扮
が
.
肱
を

Jm
へ
か
ね
り
な
が
ら
に
我
が
左
後

か
へ
秘
げ
訟
す
な
り
。
椴
手
は
お
ヂ
す
か
ら
で
川
市
川
仰
る
ぺ
な
け
。

ww
は
対
応
郊

に
於
を
ん
れ
て
ポ
似
へ
防
き
腐
心
マ
附
情
…
相
斗
い
か
J
t
き
上
り

pw.
ぴ
昨
り
が
る
を
伶
つ
椴
を
舟
す
べ
し
。

J

中
ゆ

川
二

闘
は
仙
川
き
は
げ
化
る

艇
に
て
必
よ
り
殴
仁
斜
へ
世
げ
る
な
り
。
訴
道
紙
に
て
は

此
の

第
二
闘
を

M
F
削
と
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は
帯
落
と
一
志
ふ
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術
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宙
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閥
解

此
の
俳
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一
院
よ
り
ゐ
た
る
徐
に
甑
付
出
し
た
る

る
庭
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察
せ
ら
れ
よ
。

，~ 一也コ
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L

'

そ
ん

な
り
魚
川
勝
い
ず
苦
ゅ
の
存
す

柔
術
巻
落
図
解

売さ

bな.形るす〈能てに統諸も形の比

出
抑
が
封
宇
に
て
榔
干
の
が
秘
出
を
恥
り
な
が
ら
動
が
留
に
て
榔
ヂ
を
む
円
安

柔

合ま形全て く持ーム
には前三主も心;

庭、号講すへ問1直i持‘

じ道f倒2時巴にち

て舘iすに瞥tに

業?にれ巻まを τ
をてばき持b 箇づ

施引ま相き込4 もの

す 外t手t み上予知2
も巻3も なるく

の込主我わが主に

ととがら同;j需主

知L 云い健と我h 時巴し

るふにがに右3
べ是主巻ま頭;我b 腕ミ

しもきをが は
。左さ込4 左?右2相3

右Vま糾よ肩主手t

出T れに口;の

来巷て背ぜよ右2
る倒2責まり腕モ

もる投5 相~ ~こ
の 〉 同1手t 重宝

なな機?をね

れりの雨?τ
ば』仏、;手1 手t

其Z此ζ 持tを首ふ

場拾のに 引砂を

ar
み
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必

の

杉

山

と

お
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が

お

よ

り
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野

に

安

較

に

お

が

膨

る
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サ

明

右

守

を
榔
一
ず
の
於
郎
副
よ
り
齢
を
が
ん
む
み
ポ
ず
は
下
よ
り
d
w
ず

の

ず
J
d
袖

寸

取

つ
わ
す
か
般
を
枇
乎

の
お
一
竹
一
艇
の
彪
へ

耐
肢
を
鮮
人
て
叫

J

し
川
市
を

下
川

mw
の
如
き
俊
樹
W

に
罫
れ
ば
配
に
酷
を
跡
ね
M
U

る
防
除
に

我
が
右

一ー

よ
り
河

川

W

へ
時
ヂ
と
膨
と
の
三
郁
子
に
て
按
げ
る
な
り
榔
宇
も
が
手
を

打
っ
て
仰
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に
倣
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な
り
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熟
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術

移
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国
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Z

り

う
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必
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似
均
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恥
と
一
プ
は
鰍
判
断
総
に
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附
け
北
る
J
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裕
一
九
九
て
市
川
に
刊
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掛
と
宏
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山
野
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紙
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艇
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し
伊
る
町
内
隙
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子
ゆ
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叫
べ
廻
け
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に
九
庁
総
よ
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の
刊
に
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執
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す
佐
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刈
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い
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の
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く
艇
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搭
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仁
ポ
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ぐ
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せ
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右
隅
い
投
川
寸
八
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山
内
…
投

げ

る

と

貯

せ

て

ポ

へ

校

げ

る

な

り

医

仁

伽

Mm
仁
倒
る
故
に
相
手
の
上
手
…
ゆ

る
際
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抄
げ
ら
る
〉
も
剣
勝
を
町
に
ザ
け
ず
四
校
以
戒
を
ん
れ
日
p
m
叫
っ
這

1
f

に
な
る
な
り
。
秘
か
の
仰
は
秘
げ
ら
れ
た
れ
ば
右
へ
な
れ
ば
左
手
に
て

成
へ
な
れ
ば
お
手
に
て
苧
ぜ
か
も
て
飾
れ
る
を
宜
し
と
す
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積書

術

直:を此与
に取と の

我b り 材
が抱r 膝Z
右守き と

足t上ぁ云い

を け'ふ

ゑ句マて は

ー我2相ま

尺れま手t

徐孟反その
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方事な左?
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解

柔

術

移
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な
り
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即
幽
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て
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E
に

投

げ

ん
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・

み

う

お

ふ

h
g
き

た
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P

郡
引
ず
も
お
宇
を
以
て
品
宜
を
打
も
仰
向
に
倒
る
J
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も

。

な

』
向
島
俳
膨
7
と

ん

W

が
お
め
併
附
般
の
彪
を
拾
き
A
ロ
ム
て
居
る
我
が

い
か
ら

に
拠
る
な
り
骨
を
給
く
臨
ん
る
ぺ
し
。
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岡
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な
り
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右2
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捻2

り

な

柔

術

鈎

腰

閥

解

h げと手t

勢i同;同1に
にひ H寺巴時じて

てにに相3

相ま入:相ま子t

手t 膝:手t の

を投5の左す

投なの身k腕ミ相ま

げ如2髄tの手t

但!まきを外eの
す 心;崩主部と身え

な持lしょ憾t
り に下主りを

て腹tt替を 引2

我ゎ四音52附つ

が肢ιの け

身れこ 帯5て

鵠tカ3を左?
をを取と手1

左?入も・り に

へれ 叉全て
捻2て右?右?
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な手t を口:
がを持色を
ら釣9 ち取ι
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柔術致科
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鈎
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腰国

柔

術

腰

間

図

解
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，

H

同
事

之

島

す

ま

ふ

し

ぜ
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と・・
8

3

必

の
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方
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な
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柔
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間
際
問
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解

て
八
O

泌
が
叫
が
ポ
B
J
は
お
秘
町
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恥
り
椴
乎
の
叫
山
脈
郁
を
初
出
寸
に
て
ぽ
り
榔
苧
は

柔術

腰
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数

国
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国
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郎
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拡
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膨
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げ
て
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払
泊
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が
わ
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併
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部
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て

柔
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業 ? も り 斯Tて
に宜主乗かの右手
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術

柔
術
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率
第
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解
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柔
掘
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限
返
し
臥
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体
制
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ド
船
足
利
応
応
に
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を
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宮
め
膨
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船
~
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し
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秘
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ム
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方
席
M
U

よ
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我
が

一
郎
に
枚
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叡
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秘
ぐ
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な
り
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窓
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ザ
リ
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一
蜘
す
八
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手
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を
お
に
配
に
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け
苧
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引
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に
仰
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倒
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州
る
い
い

主

第
二
島
闘
の
桜
ぎ
た
る
宇
肢
の
跳
き
を
舵
j
j

ゆ

M
W
し。か

b
t
の
ゆ
は
外
見
一
一

く
お
耽
り
数
き
宇
な
ふ
が
秘
ぶ
の
が
J
1

可
成
相
手
の
身
憾
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我
れ
よ
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な
る
釈
に
併
け
る
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し
か
ら
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と
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術
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人む・法号
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てて
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術
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縦
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も
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、
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双
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榔
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入
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榔
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右
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と・・
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仲
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中

部

に

押

し

嘗

て

左

足

爪

先

を

ば

HVHhhy
な

・

め

・

，

K

づ

ご

と

が

ま

か

し

し

A

V

4

b

っ

し

ょ

AT
ん

ι
t

・4
4
8

左
'
斜
に
踏

み

出

し

て

園

の

如

く

構

へ

仮

死

者

の

活

彪

の

二

三

寸

下

の

庭

に

み
吉
川
V
J

が
し
'
D

毒

事

唱

う

t
司
ひ
'

P

H

h

い

づ

、

と

主

h
u
n

す

晶

げ

つ

と

ニ

・0

主

事

AY

我
い
か
右
膝
頭
を
嘗
て

雨

掌

は

第

三

国

の

如

く

能

く

胸

水

月

の

庭

を

摩

擦

し

は

守

ぞ

い

と

‘

・

0
f
q
r
f
d
v
し

ら

〈

ね

っ

し

主

ま

で

お

て

死

者

を

少

し

く

偏

向

か

せ

(

エ

イ

)

と

愛

護

と

共

に

右

膝

頭

は

活

廃

迄

押

し

‘

げ

つ

孟

あ

ぞ

の

ぜ

つ

み

f

9
童

書

昔

、

和

島

h

r

b

E

'

つ

医

ど
こ

hv
唱
う

t

h

y

mvラ
打
、
E

上

て

強

く

嘗

て

其

切

に

右

爪

先

に

力

を

入

て

術

を

施

す

べ

し

雨

手

を

雨

脇

しゃ
h

M

V

寺

あ

O
T
-
-

あ
ふ

h
凶v

h

悩

こ

・

ろ

‘
も

の

下

よ

り

引

上

少

し

く

仰

向

に

魚

す

心

持

に

な

す

べ

し

。

〈
b
AM
抽
2
9

な

お

悼

悼

ん

お

は

色

ち

か

‘

，

r，
〈

杓

ん

し

ょ

制

作

ん

此

の

活

法

は

何

に

も

一

番

多

く

用

ゆ

る

も

の

な

り

講

道

舘

に

て

は

一

初

設

に

〈
白
9

ゆ

る

ま

た

ま

ち

だ

ラ

宮

咽

予

拘

い

V

寺

ふ

主

寺

噌
9

成

ら

ば

此

の

活

を

耕一
川
す
な
り
?
ζ

叉

町

道

場

に

於

て

は

五

級

に

な

る

時

は

許

申

主

ゐ

h
y
M
Y
み

か

も

む

う

ぷ

ん

き

れ

る

も

の

な

る

故

折

紙

の

償

値

は

充

分

に

あ

る

も

の

と

知

る

べ

し

。

L
-

の

ち

巴

ゆ

っ

艮

ど

こ

め

い

t，

-
p
t

み

じ
噌
〈

桧
AY

充

分

に

練

習

し

て

後

術

を

施

す

べ

し

銘

万

も

切

手

が

未

熟

に

て

は

木

剣

も

r唱
。

陪

E
こ

あ

士

h

v

ι

し

干

こ

う

S
ん

、

ら

み

同

様

な

り

Lι

知

る

べ

し

。

術
を
施
す
に
門
口
回
り
仮
死
者
の
紅
門
を
開
き
見
る

術数科4・-ti.f 

ヰ

柔

記k効ぎて下Z一 口tぺ

す実!γ 能主し回台に し

庭; き く て に 手て締主

なも 摩子仰Eて 或;り

り のり向r利幸は縮う

とと入にか小二ま

知L 知L 穴2疲ぬき・鏡;り

るるをかるを 居b

ぺべ見 みし時よ嘗h る

しして 其gはて者2

事2術i金工 何Z怠5は

こを億t回fが必1
重1施;をも少:ず

にす 摩子 施?し 此品

警 か べりすに活i
きし縄gべ て 法E

あ大t紐;し も に

る使之の あて
もを跡t絞?る蘇ぞ

大t洩‘附。 首与時S生t
事E ら き 等tはす

.の したは早3る

方2居b る手t 速Tも

法号る庭;早宮にの

故2時Sへく術きな
くはは死ιをり

ど術57k卒者主施?

くのにをし又2

術数

， 

科

指Zは俄か事t此4

を 死し死ι入 の

重;者主者主穴2襟2

:くの をを 活i
3A、=筏2園づ調:法2
法 ff3後2のて と 走態

Eと に如 :全Z言い 長
...紅Z立をに 身とふ 士

指2膝2抱ぶ を は 広
はをか能主争時与 麗l

折1し〉くふ解

ててへ摩子施内

親Z挿2てりす
指3童畠我b て迄毛

主 のが 其Zは

タトf女日E右?上i前Z

二く 膝?に と

指L に頭;て 同き

に 右?を 静tに
充f手t 突っにて

分三先; ~ 抱g第と

にを 爪2起き一

言力tな先3し に
去をし を て死ι

入主中主主t 左吉相1

闘づ指3て手与 を
にに左主に見み

し人t足Tて る



柔

死しなう i\~t
者与す長て
を t ェ口4

覗?同14を

き時じと結ヰ

見みに掛存び

上3下主護主て

るよを明?芸
』ひ;り後2星fヌ

得え鱗2すの

~:この

て庭i
術i迄そ

岨
閣
時
楠
法
国

am

め
す
通
り
に
機
て
村
山
和
は
織
・
訟
に
お
を

の
す
を
鋲
粉
が
h
u

鈴
を
冊
以
舟
和
に
移
ゃ

ん
に

r執
が
を
艇
に
野
和
を
舵
む
や
う
に

前
知
広
む
な
り
が
が
に
苧
を
碇
り
下
よ
り

を

減

す

べ

し

。

;

だ
務
副
総
'
ぜ
践
し
て
山
即
日
一
税
制
を
た
リ

秘
の
船
，お

総

で

あ

る

と

お

も

可

な

り

浅

つ
都
の
み
桜
恥
に
訴
す
な
J
Jo
v

し
t

必
ω脱
出
を
紛
郎
仁
よ

l
J
て
歌
師
は
同
ゅ

に
は
十
三
鋭
部
枠
り
削
仁
は
汁
し
六
清
法

啓
一
部
L
」
訟
は
針
術
部
出
の
督
震
の
前
の
物

の

一
め
る
事
も
あ
り

仰
餅
此

の
駄

紙
は
駒
山
静
即
応
第
術
館
山
山

町

彪

に

右

る
と
た

術

山z事2
あ

将去り
流;此ニ

のの

活i誘3
はの

ー活i
種与と

に襟芝

て活i
只リま

数務

内2あ

にり
てとに

巻3言4・計二2

物Sふす

を先え先支

給2生t生t

S込昆も も

てああ
段どる り

級1が民 え

を 此る揚1

-
L

且

げ

ん

総
訟
に
新
す
な
り

徐
言

A 
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柔術数事ヰ容

陰

益

活

設

協

岬
m

二
大
入

陰
裏
活
法
図
解

柔

い

ん

の

う

〈

わ

っ

陪

ふ

ぞ

く

奇

ん

〈

b
つ

・

』

と

陰

護

活

法

と

は

俗

に

皐

丸

活

の

事

な

れ

V
L

も

前

の

襟

活

を

襟

活

と

云

ム

方

ま

苦

む

か

し

い

な

ら

が

紛

ら

は

し

か

ら

ざ

れ

ど

も

昔

よ

り

の

云

ひ

慣

は

し

な

れ

ば

矢

張

り

襟

、活

士

か

と

4
8

お

こ

う

f
b
ん

ふ

く

な

い

L
V

・-と

と
い
ふ
べ
し
、
是
は
高
き
所
よ
り
落
ち
畢
丸
を
腹
内
に
入
る
〉
事
あ
り
叉
稽

主

寺

ほ

ど

ニ

〈

円

つ

恰

-
M

こ

札

段

ど

よ

か

L

L

申

古

中

遜

っ

て

蹴

込

ま

れ

た

る

時

に

施

す

活

法

な

り

是

を

施

す

に

は

仮

死

者

H

h

h

H

-

-

r

h

v

づ

ご

と

か

t

E

申
ヲ

ι
a
v

L

ι

や

せ

h怖
か

ま

&

し

た

は

晶

を

抱

き

起

し

て

第

一

闘

の

如

く

構

へ

術

者

は

死

者

の

背

部

に

廻

り

下

腹

に

治

ら

い

し

ん

の

く

ら

ゐ

た

い

か

ま

内

な

・

め

し

し

ゃ

ち

辛

う

h
脅

し

t

h

y

?

'

t

カ

を

入

れ

良

之

位

第

二

の

格

を

斜

に

し

死

者

の

爾

脇

の

下

へ

雨

予

を

差

し

忘

却

と

ζ
と

〈

b
h
v
U
4
な

の

ち

し

し

申

か

t

て

b

入

れ

抱

き

上

げ

て

は

落

す

事

六

七

回

行

ひ

た

る

後

死

者

の

片

手

を

持

ち

上

づ

ご

と

み

ず

‘

即

し

て

ん

と

-

M

8

ι

づ
か

事
し
ろ
い
立

づ

ま

と

ζ
る

げ

げ
闘
の
如
く
右
足
の
@
黙
の
向
胞
に
て
静
に
後
稲
妻
の
街
地
を
蹴
る
な
り
。

‘

と

、

と

い

だ

あ

お

と

司

も

曹

九

〈

仲

つ

ほ

ど

ζ

k

a

ζ

う

f
nん

然

し

て

叉

元

の

如

く

抱

き

上

げ

て

は

落

し

た

る

後

襟

活

を

施

す

時

は

皐

丸

aと
で

号

、

d

C

刑

事

〈

拘

つ

ほ

ど

ζ

い

h

、

仰

い

こ

@

じ

明

守

二

、

a
唱
す

が

元

に

出

る

な

り

其

の

機

に

乗

じ

活

を

施

す

べ

し

意

外

に

此

術

は

必

安

け

ιき
て

ん

暗

主

巴

っ

ち

で

あ

主

苫

よ

お

怯

お

ま
やh
h

a
，

れ
ど
六
ケ
敷
黙
も
あ
る
故
資
地
に
出
合
ふ
時
は
能
く
党
へ
置
く
べ
し
、
叉
往

n
う

こ

a
'
f
"
ん

か

た

，

、

つ

ぶ

こ

と

‘

っ

と

々
畢
・
丸
eT
片
々
潰
す
事
あ
り
最
も
大
事
の
術
な
れ
ば
柔
術
家
は
常
に
歩
白
川

術致科番

守「

..... ι 

す
る
も
隊
野
を
酔
み
て
紛
を
附
け
べ
し
鮫
一
一
町
よ
り
鍛
二
酢
の
い
糾
く
鈎
酎

づ

か

め

ム

hHげ
胞

か

b

h

a

p

e

-

唱
う
ま
t

施

術

し

た

る

後

叉

死

者
'
を
静

に
仰
向
に
寝
せ
て
我
は
其
爾
股
の
借
地
に
跨
り

p
，
，

t

書

官

ゆ

ぴ

4

h

u

h

7

唱
う
H
V

官

芭

脅

し

し

帝

，

ん

も

唱

う

h可申
'

b
，

を

し

め

み

f

子

f

雨
手
先
の
指
を
組
み
合
せ
雨
肘
先
を
死
者
の
舵
中
の
雨
脇
に
押
凡
口
回
て
右
膝

を

ぞ

f
k
y
ち

4
p
m
は
お
膨
を
小
川
し

E
P
?
?で
(
エ
イ
)
と
訟
を

は
っ

E
a
'
c

し

し

ゃ

〈

ぴ

室

内

b

ち

'

申

事

。

官

あ

て

こ

@

〈

後

す

る

と

同

時

に

死

者

の

首

を

前

へ

持

ち

上

げ

雨

肘

を

嘗

る

な

り

此

活

を

ま

允

昔

ι
〈
b
つ

隠

ど

・

也

寄

し

つ

恥

h

e

・

う

〈

静

い

降

ど

よ

ぞ

‘

う

施

す

も

叉

襟

活

を

施

す

も

差

支

な

し

数

回

も

施

し

て

其

の

効

な

主

時

は

死

芭

ラ

み

b
v
と

L

2

ラ

"

申

ヲ

ほ

ど

主

量

叫

み

相
を
見
る
べ

L
最
も
死
相
は
術
を
施
す
前
に
見
る
べ
き
も
の
な
る
が
手
め
か

唱
事
む
ゆ
っ

U
う

さ

き

ほ

ど

ζ

ζ

害
，

wん
が

い

り

ゃ

く

寺

れ
と
な
ら
ざ
.る

様

術

の

方

を

先

に

施

す

な

り
、此

の

相

見

の

概

略

を

記

す

れ

whhv

そ

っ

公

-
t
L
や

ま

ぷ

士

ひ

ら

み

が

ん

%

事

実

，

ど

う

こ

a
，

F

t

t

u

ば
第
一
卒
倒
者
の
限
験
を
開
き
見
る
べ
し
眼
中
の
瞳
孔
俗
に
ひ
?
と
み
と
云

・2
u
ろ

は

〈

し

ょ

t

へ

九

と

き

そ

ぜ

い

か

う

し

ま

に

〈

ら

J
畠

》

品

事

ム
庭
が
白
色
に
蛾
必
ず
る
時
は
蘇
生
の
効
な
し
と
知
る
べ
し
丸
一
勧
を
附
き
先

‘

と

-

ご

と

な

ひ

ら

ま

・

を

ぜ

い

み

こ

串

し

て

元

の

如

く

成

ら

ず

聞

き

た

る

鐙

な

れ

ば

蘇

生

の

見

込

な

し

と

知

る

べ
し
。
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柔術数科容

科

三策法活褒陰国

句‘

、

陰

醤

活

法

岡

解

ニ
七
二

を首て蛍押を肘雨が我に脇爾の中腹.

る居てし合組先手りな蕗す起引に前

'. 

裏

活

法
周
解

-、

蘇そり部ぷが主を?此ζ

生ぎ突Zを 全 !tこ'の

す上手摩主側C跨:活i
るる擦3にり法2
ななし力;J左?を
りり而主を膝?施F
詳?電Eし翠4 をす、

柔術激書. 

に
は
あ
訟
を
加
齢
に

狩
き
た

-rち
て

お

隣

め
雨
掌

V
W川
へ
て
静

て
間
作
の
か
列
齢
献
の

ボ
の
院
の
脈
品
川
を
阪

航
は
紛
叫
削
除
に
訴
す
。 く第;:中主は寝泊

魚士六を立たか

め髄2古EKてせ

て
川
町
都
は
好
都
の
時
膨
の

た
都
に
間
ぬ
衡
に
小
川
し
於

く

U
I
R
-
m
脈

ぷ

勧

慌

の

肱

の
訴
が
色
町
ふ
彪
を
刊
よ

呼
跡
の
窓
駄
を
品
川
す
加
に

... 

袋
悼
惜
法
図
解

ニ
セ
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榔
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付
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が
れ
知
郎
の
お
都

郡
山
仙
の
脈
一
切
げ
し
て
ぬ
阿
川
一
伐
を
刈

五
鉛
に
俊
樹
し
都
主
を
殿
山
仲
裁
三
配
を
刊
行
一
似
[
司
会
一
決
一
一
一
二

W

J
技
河
川

へ

τ
祁
器
も
彫
ひ
ま
が
の
ぜ
併
を
民
ね
て
お
'
に
帝
劇
の
裁
に
一
寸
切
今
ゆ
諸
説

必

の

奪

容

の

誌

が

と

し

て

監

の

f
f
j
J一パペ
ι1
~一号湾

の
町
山

T
D
り
て
舵
り
た
る
都
な
れ
ば
訴
詐
詳
佐
は
州
此
遁

ιの
浅
生
に
附

て
総
務
を
時
刻
た
る
も
陀
じ
豪
な
り
や
N
M
の
械
が
を
記
せ
ば
左
の
如
し

故
久
富
鍛
太
郎
、
金
谷
元
良
、
横
山
作
次
郎
、
高
木
芳
雄
、
金
子
勝
卒
、
今
泉
入
部

市
川
大
入
、
弁
上
欲
太
郎
、
大
竹
森
吉
、
吉
田
千
春
、
水
谷
、
今
人
皆
侍
、
紳
保
信
重
、

五
世
磯
叉
衛
門
、
入
谷
建
三
、
中
村
宇
助
、
指
田
吉
晴
、
奥
田
松
五
郎
、
倫
此
の
本

に
釘
し
技
者
を
し
て
田
中
宗

士R
吉
田
、
津

田
、
山
崎

ν

!
巴

v

t

の
れ
和
歎
祁
の
ね
ん
似
を
山
て
都
し
た
れ
ば
必
船
ヂ
は
台
市
ゆ
か
骨

N
ゆ
一
げ
を
ゆ

て
泌
を

mm
た
る
も
防
艇
な
る
都
新
日
な
れ
ば
お
替
は
其
康
僚
な
る
事
情
を
録
保

二
七
七

書 科 数 繍 柔

法活流億一山浅

しペす照多に文本はm闘の方仕
軍釜

山

柑
陣
論
仙
の
活
法

h 

-
F

同レ
u

-
・
也
大



米3し
にて

の常2

す勉え

廃れ蚤?
な有あ

りら

是おん

に事t

柔術数科密

司V

活露し
法論

大

" 

大

正

元

年

十

月

中

旬

柔
術
教
科
書
終

正

7C 

"f 

十

月

ニ
ゼ
入三

K

旬

、

医

九

を
ば
容
が
の
い
い
が
な
る
慨
を
し
り

E
へ
是
に
本

山
勧
き
一
一
三
併
の
が
に
お
則
規
す
和
な
り

免

言干

弁

義

~ 

nu 
--=" 

ロ

日

印

刷

柔
術

数
正 i草寺
償 I~
金 i奥
堂 IJIIf
llU 
武
扮
鋭

大

jじ

~f三

十

月

十

四

日

後

行

正

議

行

所

大
販
責
所

著

作

索

後

行

者

東
京
市
神
田
区
錦
町
一
丁
目
十
三
番
地

井

口

松

之

助

東
京
市
小
石
川
隠
久
鹿
町
百
O
入
番
地

荻

原

勝

究

部

東
京
市
小
石
川
両
久
竪
町
百
O
八
番
地

博
文
館
印
刷
所

印

刷

者

印

刷

所
東
京
市
神
田
区
錦
町
一
丁
目
十
三
番
地

魁

翼

書

楼

川

博

文

館

湖

東

京

堂

騒
貝
文
館
金
問
至
所
有
名
書
庫

柔
の



慮衣取大業開京東

東服大岡浅有良東新鍾大金北松目至嵩大上三二中勉

全3部川村見 邑黒倉田

間金求屋庄文斐明海矯美洋楼隆三 誠山屋省松商強闘

室襲光錠兵畠 ' 松警 書書 空
三二語、関吉衛堂関堂堂堂堂堂堂館堂庖堂堂庖庖堂堂屋堂苔

:f濫様 市屋古名指都京 市阪大 捌
差天有浅梶星百川賓山松Jll米石鈴藤岡奥森矢三杉脊名取

繋野 |見田野架瀬文中田合内1¥木谷田田精部宅木倉失

禁弘闘交文堂 |館儀文倒 修崇菊金稲本開販

定 集|訓郡司;!?必庄港書j留文文夫正美;5・庄山文責

ニ堂堂堂助堂底庖庖堂助堂房吉館館郎堂堂社務要堂館書

藩
庖

モ
貰 朝 岡 高金問諏松長仙千問長大同署熊雲館面

捌鮮 山岡漂 '訪本野政 問分高本前

候日山皐宇宮水高西藤多鐙日甲久吉長菊一魁小松川日

也韓喜都阪見浮原田記鱗永田崎竹|二島|浦瀬

籍海宮日琴 屋上 金幸金|堂文六| 東

害実香新開害警田書?台光兵衣封書 d庄書

房霊堂庖堂堂庖帥庖屋庖平蛍衛部堂底合堂助広館

戸市t

匙阜

県

E号事

現兎

新

版

書

目

録

魁

書

楼

誇

大

家

大

先

生

題

字

序

文

危
許
柳
松
藤
井
口
義
然
著
述

i

l

-

-

し

i
l
i
l
i
-
-
1
1
1
1パ
i
l‘
t
・b

・-b'陰
l
E噌
e
曾
漕
噛
晴
海
F

宇

一
殺
活
・
泊
一
濯
診
恥
都
側
耳
障
」
脇
市
T
間
恒
胆
掛
川
四

接
骨
秘
停
、
す
閣
川
崎
一
司
ゆ
い
は

1
市川

日

け

け

い

け

什

リ

リ

叶

引

引

引

引

引

事

珍

設

奥

義

柔

術

家

秘

義

乱

捕

膳

所

接

骨

方

諸

死

引

;

も

若

者

が

多

年

州

諸

法

弘

代

J
警
部
加
へ
幻
同
諸
先
生
警
告
の
ふ
符
じ
至
ゐ
迄
も
箸
又
蕪
雑

草

に
解
剖
講
義

に

は

お

お

川

れ

れ

-

生

長

著

書

会

見

冊

子

長

し

満

天

下

の

武

士

道

若

手

数

へ

て

活
法
古
来
の
体
言
名
人
t

嶺

謹

稗

プ

本

』綴
わ
い
れ
ま
蜜
行
の
期
日
を
待
て
求
め
給
へ

性
来
に
我
が
志
筑
を
議
議
諸
君
じ
思
を
漉
す
鴻
]
本
ド
怒
り

t

弁

日

義

気

先

生

著

「回
大
版
頗
美
本

金
一
冊

ム正
償
金
品
川
五
銭

一郵

税

金

四

銭

M
M
M
Mは
吟
設
内
刊
行
関
川
崎
給
料
同
日
間
日
刊
は
J

坊
は
仰
向
U
N引
い

ujげ
れ
川
げ

な
り
故
じ
此
書
の
き
鳴
を
極
め
ば
忽
ち
勇
祉
活
液
心
引
ふ
椅
ら
す
姉
を
起
し
て
倭
鬼
を
悟
る
賞
い
天
下
無
比
の
好
一
側
一
舞
湖
羽
田
の

良
書
-
也
接
行
所
東
京
博
文
館
東
京
堂

国濁
解習

線

舞

大

鑑

柳
松
努

刊近



e . 

全
圏
L

全
員
捌
収
欠
阪
著
書
審

E

参

照

大

審

院

剣

例

要

旨

本
啓
は
四
、五
、
六
鋭
の
活
版
を
以
て
上
等
紙
に
印
刷
し
た
れ
ば
極
め
て
鮮
明
な
り
本
書
は
四
万

の
主
人
は
勿
論
小
信
に
否
に
迄
も
常
に
心
得
居
る
べ
急
事
は
云
迄
も
な
く
放
に
斡
使
を
主
'
と
し

大
加
を
懐
中
本

t
Lて
新
警
の
刑
法
を
封
照
と
て
明
か
に
解
し
得
べ

き
珍
者
な
り

小

川

直

子

序

文

中

島

春

郊

先

生

蕃

{消

判

頗

美

製

本

{
正

償

金

珊

五

銭

一郵

税

金

六

銭

此
書
は
表
題
の
如
く
・
来
客
其
他
日
用
に
便
す
る
僅
な
る
肉
質
用
を
以
て
即
席
に
美
味
な
る
料
理
を

製
法
し
得
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来
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⑩
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